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ご支援へのお礼と 活動報告　  

　 故郷の宝である子供達。 その子供達の「 輝く 未来」 や「 夢」 のための青少年育成事業を

支援すると いう 、 本プロジェ ク ト の趣旨にご賛同頂き 、 温かいご支援を 賜り まし て誠にあ

り がと う ございます。  

　 今年度は1 2 のスポーツイベント に支援金を 届けるこ と ができ まし た。 皆の想いが詰

まっ た事業と 子供達に、 皆様から 頂いた支援金を確かに届けるこ と ができ まし た。 本当に

あり がと う ございまし た。 重ねてお礼を 申し 上げます。  

　 昨年同様、 徐々に全体の活動支援金が縮小傾向にあり 、 基金より 補填するこ と で例年と

同じ 規模の支援を 行う こ と ができ まし た。 来年度は各々の支援金を 縮小せざるを 得ない状

況になっ ており ます。 残念ながら 一つ一つの活動への支援金は減と なさ ざるを 得ません。

ただし 、 支援先から の要望を お断り するこ と なく 、 支援数は現状を 維持でき るよう に努力

し て参り ます。 合わせて、 現在行っ ている団体支援も 継続し て参り ます。 巻末の収支報告

に、 こ れまでの団体支援総額も 掲載し ており ます。 歩みを止めるこ と なく 、 細く 長く 応援

をし ていき たく 存じ ます。  

　 今後と も こ のプロジェ ク ト へのご賛同を 頂けますよう 、 何卒よろ し く お願い致し ます。 　  

　 末筆ながら 、 関係各位の益々のご飛躍を祈念し ており ます。  
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第 ２ ５ 回 鹿 島 市 観 桜 

小学 生ソフトテニ ス大会 

 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年４月１３日（土） 
 

 

 

鹿島市ソフトテニス連盟 
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目 的：鹿島市を中心とした県内一円の小学生ソフトテニス競技者の技術の向

上と健全な心身の高揚及びソフトテニスの振興、普及を図る 

 

主 催：鹿島市ソフトテニス連盟 

 

後 援：鹿島市教育委員会 

 

協 賛：株式会社ルーセント、未来応援ドリームプロジェクト賛同企業 

 

期 日：令和６年４月１３日（土） 

 

会 場：鹿島市北公園テニスコート 

 

参加費：500 円／人 

 

参加人数 

参加クラブ 男子 女子 クラブ別計 

鹿島市内 

鹿島ジュニア ２人 ５人 ７人 

古枝ジュニア ５人 ２人 ７人 

県内の他クラブ（13 クラブ） ７１人 ７１人 １４２人 

合 計（15 クラブ） ７８人 ７８人 １５６人 

総参加人数：１５６人 
 

参加地域：佐賀県内一円 

 

未来応援ドリームプロジェクト賛同企業様からの支援金：50,000 円 

（大会運営費、メダル、賞品に使用） 
 

《大会の総括及び来年度への展望》 

今年、第 2５回の開催を迎えた本大会であるが、例年、県内一円から多 

数の参加があり、小学生ソフトテニス競技者の実力を試す大会となっている。 

今年も支援のおかげで入賞者へメダルの授与を行うことができ、選手達に

はより一層の励みとなったと思われる。我々も第 30 回、40 回と続く大会

を目指し、あわせて今後の小学生競技者の健全な成長、ソフトテニス競技の

隆盛に寄与したいと思う。 

また、本大会は小学生大会ということで多数の保護者の来場があり、『未

来応援ドリームプロジェクト』の効果的な広報の機会となったと思われる。 
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スポーツライフ・鹿島 

卓球体験教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和6年6月15日（土）～7月13日（土） 

場 所：北鹿島体育館  
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スポーツライフ・鹿島 

卓球体験教室 

 
目 的 ・小中学生を対象に、卓球の楽しさを体験しながら、その普及と子供からの競 

技力向上を目的に開催する。更にこの教室をきっかけに中学・高校と競技を 

続けてもらい、鹿島地区の卓球の活性化を図る。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和6年6月15日（土）～7月13日（土） 5回 

会  場 ・北鹿島体育館 

参加費 ・1,000円／一人（5回）傷害保険料を含む 

対  象 ・小学生以上 

参加人数 

総参加人数：84 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 50,000  円  （卓球ラケット・ラバー・ボール・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○鹿島地区のジュニアの育成を図り、子供たちの普及に努めることにより高校・社

会人へと競技を続けてもらえるよう競技力向上を図っていきたい。 

 

日程 6/15 22 29 7/6 7/13    合計 

参加者数 15 15 15 14 15    74 

指導者 2 2 2 2 2    10 

合計 17 17 17 16 17    84 

ドリームプロジェクトより支援金
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小学生から中学生までの初

心者から経験者まで 15 名が

参加してくれました。指導者

からの挨拶のあと分かれて

実技です。初めての子供はな

かなかラケットに当たりま

せん。 

それぞれのレベルに合わ

せて、練習を行いました。

まずは卓球に慣れること

とラケットに当てる感覚

を掴むことが大切です。 

卓球の面白さはラリーにもあ

ります。指導者が入ってラリー

を続ける練習を行い、卓球の楽

しさを感じてもらえれば、この

後も興味が持てると思います。 

慣れた子供たちはゲーム

形式での練習も行いまし

た。また、保護者の方も

飛び入りで参加し、親子

で楽しんでいました。

年々参加も増えて来年も

楽しみです。 
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スポーツライフ・鹿島 

スイミングスクール                       
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和6年6月28日（金）～7月31日（水） 

場 所：鹿島市B&G海洋センター プール 
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スイミングスクール 

 

目 的 ・保育園児から小学生を対象に、スイミングスクールを実施することにより 

     早く水に慣れ親しむと共に、その楽しさを体験し、永力向上や水の事故防止 

に役立ててもらうことを目的に実施する。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和6年6月28日（金）～7月31日（水）   

会  場 ・鹿島市B&G海洋センター プール 

参加費 ・3,500円／一人（10回）傷害保険料を含む 

対  象 ・3歳から小学生 

参加人数 ・申込者数 55 名 

総参加人数：595 人 

参加地域 

 ○鹿島市内の保育園児、小学生 

 ○7/31 の最終日は、参加者全員に参加賞と終了証を贈り終了した。 

 

報道実績 

 ○なし 

 

飲む応援より支援金 

○ 50,000  円  （講師謝金、保険料等に使用） 

 

来年度の展望 

○小学校での水泳授業は年々縮小されている現状で、水を怖がったり泳げない子ど

もたちが増加しています。この教室では水泳の専門指導員の丁寧で専門的な知識に

基づく指導により、早くから水に親しんでもらい、学校での習得を補う意味で実施

をしていきたいと思います。鹿島市には、一年中泳げる温水プールはありません

が、今後、鹿島市の子供たちが全て泳げるようになり、水の事故が少しでも減らせ

ればという願いから、この教室を続けていきたいと思います。 

 

実施日 6/28 7/3 5 10 12 17 19 24 26 31 合計 

参加者 55 53 54 52 55 51 52 54 53 55 534 

指導者 6 6 6 6 6 6 6 6 6 7 61 

小計 61 59 60 58 61 57 58 60 59 62 595 

ドリームプロジェクトより支援金
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コロナが収束し昨年より

再開したスイミングです

が、幼児の部と小学生の

部に分けて実施をしまし

た。多くの子供たちが参

加をしました。 

まだ水が苦手な幼児はプール

を使って、安心できる状態で

指導を行いました。 

小学生の低学年はプール

フロアを沈め浅くしたと

ころで顔付けなどの水に

なれるところから始めま

した。高学年はプールサイ

ドに座りバタ足の練習か

ら始めました。 

慣れてきたら、け伸びの練

習やバタ足の練習を行い

5m までの基本練習です。

あとは息継ぎができたら

すぐに泳げるようになる

でしょう。これをきっかけ

に泳ぐのが大好きになっ

てもらいたいです。 
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2024 BOCA ク リ ニッ ク ＆セレ ク ショ ン

佐賀会場

報告書

－１０－



開催日時： 2024年7月26日(金)~ 28日(日)

　 　 　 　 　 U8  /16:00~ 17:30
　 　 　 　 　 U10/18:00~ 19:30
　 　 　 　 　 U12/20:00~ 21:30

場所： 鹿島吹上公園フ ッ ト サルブリ ュ ーコ ート

参加費： 1day 5,000円　 2day 8,000円　 3day 10,000円

参加地域： 鹿島市、 佐賀市、 小城市、 多久市、 長崎、 福岡

目的： •アルゼンチンで100年を 超える歴史を持つ名門「 ボカ •ジュ ニアーズ」 の指導者を 招

　 　 　 聘し 、 日本の子供達が普段でき ないアルゼンチンのジュ ニア世代の選手が行なっ て

　 　 　 いるト レ ーニングを体験し ても ら う 。

　 　 　 •本物に触れて子供達が目を 輝かせる瞬間や指導技術を 貪欲に学ぼう と する姿を 見

　 　 　 るこ と ができ 、 地域に根差し たサッ カ ー文化と 競技スポーツと し てのサッ カ ーの質

　 　 　 的向上に貢献する。

　 　 　 •日本の将来を 担う 子供達のスポーツ•サッ カ ーへの興味、 関心を 高め同年代と の技

　 　 　 術• プレ ーを 体感するこ と で成長と 向上心の高揚を 図ると 共に、 各チーム相互の交

　 　 　 流と 親睦を 深める。

　 　 　 •参加者の中から 優秀選手を選出し 、 ボカ ジュ ニアーズ育成部長のク リ ニッ ク へ招聘

　 　 　 し 、 近い将来南米でプレーする可能性を 支援する。

主催： NPOフ ァ ンダショ ンマーノ アマーノ

共催： ボカ ジュニアーズ日本支部　 NuevoPuente合同会社

後援： 鹿島市サッ カ ー協会

協賛： 医療法人誠晴會

「 未来支援DREAM PROJECT」 賛同企業(順不同)
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「 未来応援DREAM PROJECT」 より 支援金

　 10,000円（ 熱中症対策と 大会運営に使用）

参加人数

（ 実数） U8： 5名　 U10： 14名　 U12： 6名

　
　 今回はフ ィ ジカ ルコ ーチが指導し たこ と も あり 、 サッ カ ーに特化し た動き づく り 、 ボー

ルを 使っ たフ ィ ジカ ルト レーニングを 徹底し て行なっ た。 アルゼンチン流のト レ ーニング

で最初は戸惑う 選手も いたが、 徐々にコ ーチ、 他の選手と も コ ミ ニケーショ ンが取れるよ

う になり 楽し く 激し いト レ ーニングを行う こ と ができ た。

　 最終日にはセレ ク ショ ンを 行い、 優秀選手に選出さ れた選手は2024年12月に東京で開

催さ れる【 BOCA JAPAN HC ELITE CAMP2024】 に佐賀会場代表と し て参加し ます。

自分の力を 信じ て最高のパフ ォ ーマンスを 発揮し てく れるこ と を期待し ています。

50,000
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第2回　KASHIMA　SOCCER　 

U-12　SUMMER　CUP 
 

実施報告書 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

主　催　　　鹿島市サッカー協会 
主　管　　　KASHIMA　SOCCER　SUMMER　CUP　実行委員会 
後　援　　　『未来応援DREAM　PROJECT』賛同企業 
特別協力　　かしまこどもフェス実行委員会 
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・目的 
サッカーというツールを使い、鹿島市サッカー協会に所属する選手・スタッフ・保護者等が県内外

他チームの選手・スタッフ・保護者と交流する機会を創出し、併せて佐賀県内でもサッカー処であ

る鹿島市のジュニアサッカーチームの強化及び選手個人の人間力・競技力のさらなる向上を目

的とする。 
 
・市内協力チーム　 
鹿島JSC 
EAST　KASHIMA　jrs 
FC　REVONA　jr 
Brew　KASHIMA　ACADEMY 
 
・会　場　 
鹿島市陸上競技場　天然芝 
 
 
日　時　令和 　6　 年　8　 月　18　 日　(日)　８：４５～１７：００ 
 
・対　象　 
ジュニア　U-１２サッカーチーム（計１２チーム） 
 
市内参加チーム　鹿島サッカーJSC 
　　　　　　　　FC　REVONA　Jr 
　　　　　　　　EAST　KASHIMA　Jrs 
　　　　　　　　Brew　KASHIMA　academy 
 
招待参加チーム　FCアリアーレ（大分県） 
　　　　　　　　土井首SSS（長崎県） 
　　　　　　　　塩田JFC（佐賀県） 
　　　　　　　　みどりFC（佐賀県） 
　　　　　　　　唐津FC（佐賀県） 
　　　　　　　　スネイルSC（長崎県） 
　　　　　　　　ソレッソ長崎（長崎県） 
　　　　　　　　エクセデール長崎（長崎県） 
 
 
・大会形式　 
①　午前の部　予選４ブロック(各３チーム）　8：45～12：30 
②　午後の部　順位別トーナメント　　　　　13：00～17：00 
試合時間　１５－３－１５（給水有） 
競技規則　８人制ルール、フリー交代、試合球主催準備のボールを使用 
審判　対戦チーム相互審判、審判着無 
 
 
・表彰 
各パート優勝チームに賞状・トロフィー・賞品授与（１位パートの優勝チームには持ち回りトロ

フィーを授与） 
個人賞　各チーム　監督コーチが選ぶ自チーム大会ＭＶＰ　各１名ずつ 
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・結果 
１位パート　優勝　唐津FC（佐賀県）　　準優勝　エクセデール長崎（長崎県） 
・総括及び課題と継続開催の展望 
鹿島市サッカー協会主催の初の試みとして昨年開催した県外ジュニアサッカーチームを複数招

いての１DAYCUP第２回大会を開催した。 
目的である選手・スタッフ・保護者等が県内外他チームの選手・スタッフ・保護者と交流する機会

を創出し、併せて佐賀県内でもサッカー処である鹿島市のジュニアサッカーチームの強化及び選

手個人の人間力・競技力のさらなる向上が大いに達成された大会となった。 
 
まず昨年同様真夏の過酷な気候状況のなか各チーム午前２試合午後２試合の１日計４試合を大

きな事故無く大会を終えたことは何よりであった。 
事前準備では大会実行委員で打ち合わせを複数回行い大会レギュレーション、試合組合せ、賞

品選定まで決定した。また当日の熱中症対策としては大型ミスト付き送風機を複数リースし前半

後半の間には飲水タイムを設け、今大会はアイスバスや非常時の氷も多く準備しさらに特別協

力して頂いたかしまこどもフェス実行委員会の森田ドクターと看護師資格を持つ実行委員の方に

も常駐してもらい心強い熱中症対策ができた。 
試合運営面でも一目で全体を管理できる状況であった為概ねスムーズに進行できた。表彰につ

いては各チームに優秀選手個人賞を設け自チームコーチが選ぶ大会MVPを選んでもらい賞品

を贈呈した、また全チームに商品を持ち帰ってもらうよう商品も準備した。 
順位結果については昨年鹿島市の２チームが1位パート優勝を争ったが今大会は市外のチーム

の優勝争いとなり初めて市外に持ち回りの優勝カップが持ち帰られることとなった。 
 
課題面はやはり１会場(２コート)で行うチーム数としてはギリギリで準備はしっかりしていても時間

が押す傾向は改善できなかった。参加チームには事前にアナウンスし当日はマイクでの案内も

行ったが同点時のＰＫ戦等もあり昼休憩、表彰式等含め窮屈な１DAY開催となったのは否めな

い。さらに全国的に夏のフェスティバル等や日中高温時のサッカープレイ自体について様々な議

論が出ている中でこの大会もどのように開催していくべきかを考えないといけない（時期の変更、

ナイター開催等）。 
しかしながら今後もこのような課題面とも向き合い昨年から検討していた参加チーム数増加や２

DAY開催も鹿島市のサッカー(スポーツ)を盛り上げるために引き続き実行委員会で検討していき

たい。 
競技場外には昨年同様競技場外の盛り上がりも期待し特別協力のかしまこどもフェス実行委員

会の森田代表に協力を仰ぎキッチンカーや露店も昨年（１店舗）より充実した出店ができた。 
 
最後に第１回大会時より準備期間も十分設けることができ総合的に大変満足のいく大会となった

が、先にも述べたように鹿島市サッカー協会としてさらに独自性のある大会にすべく各チームや

実行委員で準備をし課題克服を議論し今後の大会をより良いものにしていきたい。 
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－１６－



 

－１７－
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スポーツライフ・鹿島 

硬式野球体験教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和6年9月7日（土）～11月30日（土） 

場 所：鹿島市民球場  
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硬式野球体験教室 

 
目 的 ・中学 3 年生の野球部ＯＢを対象に、佐賀西部地域の硬式野球の振興と競技力 

向上を目的に実施することにより、高校での部活動への関心を高めることに 

よりこの地域の硬式野球の活性化に繋げたい。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和7年9月7日（土）～11月30日（土） 8回 

会  場 ・鹿島市民球場 

参加費 ・2,000円／一人（8回）傷害保険料を含む 

対  象 ・中学3年生の野球部ＯＢ 

参加人数 

総参加人数：177 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市・嬉野市・太良町 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 50,000  円  （硬式ボール・バット・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○中学から高校へ進学するにあたり、硬式野球に興味を持ってもらい、進学後も部

活動を継続して行うきっかけを提供し、佐賀県西部地域の高校野球の活性化を図

り、昭和 35 年以降途絶えている甲子園出場を達成してもらい、地域の活性化に繋

げていきたい 

 

日程 9/7 14 10/19 26 11/9 16 23 30 合計 

参加者数 13 16 18 18 18 18 18 18 137 

指導者数 5 5 5 5 5 5 5 5 40 

合計 18 21 23 23 23 23 23 23 177 

ドリームプロジェクトより支援金
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国スポ開催の影響で、教室の日程が

１か月途中空いたが何とか開催す

ることができました。以前に比べて

子供の数が減少し、部活動の減少が

顕著になっているため、参加者も減

少気味である。 

元プロ野球選手の宮﨑さん

より指導を頂き、まずは硬式

のボールに慣れるためキャ

ッチボールから始めました。

肩やひじを壊さないように

丁寧に指導を行いました。 

徐々に距離を伸ばして遠投を行

いました。各中学校の参加者と

も顔見知りになり、ペアを組ん

で楽しそうに練習をしていまし

た。10 月からは新たに 5 人が加

わり活気も出ました。 

次にトスバッティングを行いま

した。併せて守備の練習も行い早

く硬式球に慣れるようにひと通り

の流れで練習を行いました。 
教室の後半はゲーム形式で他チ

ームと練習試合を行い、8 回にわ

たる教室を終了しました。 
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のごみっ子杯 Jr バレー大会 

 

 

実施報告書 

 

 

 

 

令和 6 年 9 月 21 日(土) 

能古見 JVC 育成会 
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目 的 ： バレーボールを通し、同年代との技術、プレーを体感する事で成長と向 

       上心の高揚を図ると共に、各チームとの交流と親睦を深める。 

 

 

主 催 ： 能古見 JVC 育成会 

 

協 賛 ： 「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業様 

                                                                

期 日 ： 令和 6 年 9 月 21 日（土） 

                                                                

会 場 ：ふれあい楽習館、能古見小学校体育館        

 

参加費 ： 1 チーム 2，000 円 

 

対 象 ： ジュニアバレーボールクラブ 

 

 

 

設訯訮 参加チームと参加人数 設訯訮 

 

 

   能古見→A チーム、B チーム              15 名 

   北鹿島→A チーム、Mix、B チーム、C チーム   27 名 

   鹿 島→A チーム                     10 名 

   明 倫→A チーム、B チーム               18 名 

     浜 →A チーム                     10 名 

   塩 田→A チーム                      8 名 

   多 良→A チーム、B チーム               15 名 

   大 浦→A チーム                      11 名 

   立 花→A チーム、B チーム               17 名 

   国 見→A チーム、B チーム                    14 名 

 

                       合計 10 チーム  145 名 

 

 

 

－２３－



参加地域 

 

 〇 佐賀県 ： 鹿島市、太良町、嬉野市、伊万里市 

 〇 長崎県 ： 雲仙市 

 

未来応援 DREAM PROJECT 様より支援金 

 

  50，000 円（大会運営費、トロフィー、メダル、賞状などに使用） 

 

来年度の展望 

 

 〇 毎年恒例の大会であり、規模を縮小してでも地元チームや他地域のチームと 

   交流・親睦を図り、さらに絆を深めていけるよう、これからも継続していきた 

   い。 

 

 
 

参加 10 チームの指導者に自チームの 

MVP を各 1 名選出してもらい、 

☆キラキラ賞☆を贈呈！！ 

 

 

A パート 優勝・準優勝チームに賞状とトロフィー 

       敢闘賞チームに賞状と盾 

B パート 優勝・準優勝チームに賞状とトロフィー 

       3 位チームに賞状と盾 

－２４－



ふれあい楽習館  A パート 

 

    

 

 
 

 

A チームは迫力あるプレーの

連続で観戦者も手に汗握り応

援をしていました。また、たく

さんの方が応援をしてくださ

り会場も暖かい雰囲気に包ま

れていました。 

－２５－



能古見小学校  B パート 

 

  

 

          

 

 

 

                                        

 

 

B チームは、初めて試合に出

場する子供もいて、一生懸命

な姿に感動しました。 

たくさんの応援の中で、楽し

くプレーをしていました。 

また、子供達へのサポートの

必要性も改めて感じました。 

－２６－



 

 

 
 

 

 

 今年も未来応援ＤＲＥＡＭ ＰＲＯＪＥＣＴ賛同企業の皆様からの支援のおかげで、 

無事「のごみっ子杯」を実現する事が出来ました。 

今年は、昨年より参加して頂けるチーム数も増え、10 チームでの大会となりまし 

た。大会当日は天候も危ぶまれましたが、晴れ間も見え安心して大会運営を行う

事が出来ました。また、大会当日まで、学校をはじめ、周囲の方々にたくさんの御

協力を頂けた事もあり、無事に大会を迎える事が出来ました。 

 無事に大会を終え、参加チームたくさんの方より「低学年まで参加でき、プレー

を体感できることで成長・向上心の高揚を図れ、さらに各チームにＭＶＰメダルが

贈呈される事でやる気や楽しみを持ってプレーする姿が見られた。楽しんでプレ

ーできた。」との言葉を頂く事が出来ました。 

 今後も伝統ある大会を継続していけますように、どうぞ今後ともよろしくお願

い致します。 
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スポーツライフ・鹿島 

アクティブチャイルド教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和6年10月4日（金）～11月22日（金） 

場 所：鹿島市民体育館  
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アクティブチャイルド教室 
目 的 ・幼児から小学低学年を対象に、柔軟体操・サーキットトレーニング・リズム 

体操などを取り入れ、様々な動きと音楽に合わせてリズム感を鍛えることに 

より、脳を活性化させて集中力を高めることを目的に実施する。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和6年10月4日（金）～11月22日（金） 5回 

会  場 ・鹿島市民体育館 

参加費 ・1,000円／一人（5回）傷害保険料を含む 

対  象 ・幼児～小学校低学年 

参加人数 

総参加人数：82 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 50,000  円  （施設使用料・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○幼児期に子どもが積極的に運動をすることで、心肺機能が向上し体力・持久力を

つけることができます。また、集中力・継続力・忍耐力・疲れにくい体や病気への

抵抗力・治癒力など生活に必要な力を養うことにつながります。加えてバランス感

覚や日常生活に必要な体の使い方・身のこなしや転び方を自然に学べることになり

ます。今後もこの教室を通して、多くの子供たちがスポーツに親しむ機会を提供し

ていきたいと思います。 

 

日程 10/4 18 11/1 8 22    合計 

参加者数 14 15 15 13 15    72 

指導者 2 2 2 2 2    10 

合計 16 17 17 15 17    82 

ドリームプロジェクトより支援金
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今回の教室には、幼児から

小学生までの子供たちが参

加をしました。みんなで仲

良く手をつないで準備運動

をしました。これから頑張

りましょう。 

ボールを使ってみんな

で素早く移動させます。

体の柔軟性とバランス

感覚を養います。 

体育館をいっぱい使ってボー

ルで鬼ごっこをしました。小さ

い子には少し遠慮して当てて

ました。本当に楽しそうです

ね。 
 

音楽に合わせて様々な動

きを行いました。運動は

リズム感が大切ですね。

楽しそうな子供たちを見

ていると今後も続けてい

きたいと思いました。 

－３０－



実施報告書

鹿島　EAGER BRAVE

第6回　赤門杯

令和6年10月19日　（土）

－３１－



大会要項

大会名

主　旨

主　催

協　賛

日　時

会　場 白石社会体育館

試合時間

個人賞

　参加人数 約120人

鹿島市　江北町　大村市　長崎市　松浦市　福岡市　合志市

未来応援DREAM PROJEKTより支援金
　５万円　　（参加賞、大会運営費に使用）

　まだ参加したことのないチームを呼び、大会の知名度を上げる。また可能であれば２日間開催を検討
　したい。

第6回　赤門杯　

有限会社　エクスプレス・マーク様　　　

未来応援DREAM PROJEKT賛同企業様

　来年度の展望

　チーム表彰 優勝、準優勝、３位のチーム

各チームから１名　　監督賞　最優秀賞　特別賞あり

同点の場合は、２分後に３分間の延長戦を行う

　チーム編成 １チーム8人以上

　競技規則 日本ミニバスケットボール競技規則に準ずる

5－1－5－3－5－1－5

ミニバスケットボールの技術向上と県内外の選手との親陸を図ることを目的とする

　参加地域

令和6年　10月19日（土）

鹿島　EAGER BRAVE保護者会

－３２－



　　　いました。来年度も更にいい大会出来るよう頑張ります。

　　　今回の第6回　赤門杯に沢山のご支援、ご声援を頂き本当にありがとうございました。初参加
　　　のチームや久しぶりに参加されたチームがあり毎年違った大会の雰囲気を作ることが出来て
　　　皆様に楽しんでもらえる大会になったと思います。今回はBリーグで活躍されている島根の白
　　　濱選手やオーストラリア代表のニック・ケイ選手のサイン入りTシャツも用意し子供達も喜んで

　　　最後に

－３３－



 

実施報告書
対象日時： 2 0 2 4 年 1 1 月 2 日 ～ 3 日  

開催場所： ふ き あ げ 納 富 病 院 敷 地 　  
※2日(土)については、 台風接近による悪天候のため中止。

かし ま・ ふきあげサッ カ ーフ ェ スティ バル実行委員会 

担当： 武部壮馬 

2024年11月10日

こ の事業は「 さ が未来アシスト 事業補助金」 を活用しています。

－３４－



◆  はじ めに 

前略　 ますますのご盛栄のこ と と お慶び申し 上げます。  

こ の度は2024年度「 光と 色と 風のフェ スティ バル」 へのご協賛・ ご協力に深く 感謝申し 上げます。 本イベント は、 かし ま・ ふき あげ

サッ カ ーフ ェ スティ バル実行委員会が主催し 、 地域の活性化を 目的に2018年ごろ から 鹿島市で開催さ れており ます。 人口減少が進む

中、 地元企業や出店者と 連携し 、 企業の認知度向上や地元愛の醸成、 スポーツを通じ た健康促進に取り 組んでいます。  

　 本フ ェ スティ バルは「 健康と 美」 「 SDGs」 をテーマに、 交流を重視し た温かいイベント です。 会場は「 マルシェ エリ ア」 「 フ ッ ト

ボールエリ ア」 「 ワーク ショ ッ プエリ ア」 の3つに分かれ、 多様な催し を展開。 地域の魅力を 発信し 、 来場者に楽し んでいただける場

を提供しています。 今年度も 2日間の開催予定でし たが、 季節外れの台風の接近に伴い、 やむを得ず2日(土)は、 中止と し て3日(日)のみ

の開催と なり まし た。 それにも かかわら ず、 多く の方々にご来場いただき 、 楽し んでいただく 姿を拝見でき たこ と を、 大変嬉し く 思っ

ており ます。  

今後も 本イベント を継続し 、 より 多く の方がに認知いただき 、 さ ら なる発展を目指して尽力して参り ます。 引き 続き ご支援賜り ますよ

う よろ し く お願い申し 上げます。  

◆ 概要 

• 期　 　 日 ： 　 2024年11月2日(土)～3日(日)　 10:00～16:00　 ※2日は悪天候により 中止。  

• 会　 　 場 ： 　 ふき あげ納富病院敷地内 

• 主　 　 催 ： 　 かし ま・ ふき あげサッ カ ーフ ェ スティ バル実行員会 

• 協　 　 賛 ： 　 医療法人誠晴會、 株式会社HAL.、 有限会社再耕庵タ ク シー、 未来応援ド リ ームプロジェ ク ト (賛同企業)、  

　 　 　 　 　 　  　 ブレイ ズ株式会社 

• 協　 　 力 ： 　 株式会社太洋建設 

• 来場者数 ： 　 約350名 

  

◆イベント テーマ 

◆ 実施内容 

＜光エリ ア＞ 

光エリ アは、 「 健康」 を テーマに、 子ども から 保護者まで楽し めるイベント を 実施し ます。 メ イ ンと なる小学校低学年（ 9歳以下） 向

けのサッ カ ー大会をはじ め、 運動教室や食事・ 栄養セミ ナーを通じ て、 運動習慣や健康的な食生活の大切さ を学べる場を提供し ます。  

さ ら に、 園児による発表会や地元社会人サッ カ ーチームと の交流を通じ て、 地域のつながり を深めながら 、 笑顔と 健康意識を育むこ と

を目指し ます。

■期間中来場者数　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※サッ カ ー１ チーム約12名～20名程度

11月2日(土) 11月3日(日) 期間合計

来場者数（ 全体） ー 約 350 人 約 350 人

サッ カ ー大会 参加チーム ー 8チーム 8チーム

■各エリ ア出店店舗

11月2日(土) 11月3日(日) 期間合計

光エリ ア ー 2店舗 2店舗

色エリ ア ー 11店舗 11店舗

－３５－



 

 

ー 補足 ー 

　 ※３ 日のみの開催と なっ たためサッ カ ー大会は順位決定戦方式から 、 交流先方式に変更。  

　 ※アソ カ 保育園園児による発表会は悪天候により 中止。 　 11月2日(土)  

　 ※株式会社HAL.による栄養セミ ナーは悪天候により 中止。 　 11月2日(土)  

＜色エリ ア＞ 

色エリ アでは、 「 美」 や「 健康」 、 そして「 SDGs」 をテーマに、 多彩なコ ンテンツを展開し まし た。 マルシェ では、 地元の店舗が物

販や飲食、 リ ラ ク ゼーショ ンを 提供し 、 訪れた方々が心身と も に満たさ れる空間を 演出し まし た。 一般女性限定のピラ ティ ス教室で

は、 体を整えながら 健康への意識を高める機会を創出し まし た。  

また、 Teechi（ 沖縄県出身のバンド グループ） や不知火太鼓（ 佐賀県嬉野市塩田町の和太鼓団体） によるステージ企画で会場を 盛り

上げ、 乗り 物体験やグリ ーンスローモビリ ティ の運行を実施し 、 環境に配慮し た移動手段を体験でき る場を提供し まし た。  

ー 補足 ー 

※鹿島市役所建設環境部ゼロカ ーボンシティ 推進課による「 SDGsブース」 企画は悪天候により 中止。 　 11月2日(土) 

U-9 サッ カ ー大会 フィ ッ ト ネスト レーニング光エリ ア

色エリ ア（ マルシェ ） ステージ企画（  Teechi ） 乗り 物体験

女性限定： ピラ ティ ス教室 ステージ企画（  不知火太鼓 ） グリ ーンスローモビリ ティ ー

サッ カ ーチームと の交流 園児による発表会 栄養セミ ナー

中止 中止
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＜その他＞ 

その他にも 、 佐賀県立鹿島高等学校の地元学生ボラ ンティ アが運営をサポート やブレイ ズ株式会社が運営する託児施設「 わいわいク

ラ ブ＆」 を無料で解放するこ と で、 小さ なお子様連れの方々も 安心してイベント を楽し める環境を整えまし た。 また、 子ども たちが楽

し めるお菓子企画も 実施し 、 世代を問わず多く の来場者がゆっ たり と し た時間を過ごせるイベント と なり まし た。  

◆ 成果・ 今後について、  

本イベント では、 「 健康」 「 美」 「 地域活性化」 「 SDGs」 を テーマに、 サッ カ ー大会やマルシェ 、 ステージ企画など多彩なプログラ

ムが展開さ れ、 地域全体のつながり を深める貴重な機会と なり まし た。  

「 光エリ ア」 では、 県内外から 8チームが参加し たU-9サッ カ ー大会が開催さ れ、 日頃の練習の成果を 発揮する場と して選手たちは熱

戦を繰り 広げまし た。 地元の社会人サッ カ ーチーム「 Brew KASHIM A」 と の交流試合も 実施さ れ、 チーム間の連携が強化さ れると と

も に、 地域への愛着が深まり まし た。 また、 スポーツト レ ーナーによるフィ ッ ト ネス指導では、 子ども たちだけでなく 保護者も 参加

し 、 家庭内での健康意識向上につながり まし た。 さ ら に、 地元企業と の協力により 、 地域の持続可能な発展や若年層の地域定住への

貢献も 期待さ れます。  

「 色エリ ア」 では、 11店舗が出店するマルシェ が開催さ れ、 地元商店やハンド メ イ ド 作家による多様な商品が並び、 多く の来場者が

地域の魅力を 再発見し まし た。 音楽ラ イ ブや太鼓演奏のステージ企画では、 観客と の一体感が生まれ、 地域の文化や芸術活動の重要

性が再認識さ れる 機会と なり まし た。 また、 佐賀県立鹿島高等学校の学生ボラ ン テ ィ アと 協力し 、 無料の託児施設を 設置する こ と

で、 小さ なお子様連れの保護者も 安心してイベント を 楽し むこ と ができ まし た。 さ ら に、 鹿島市ゼロカ ーボン推進室と の連携を 通じ

て、 環境保全活動の重要性を共有し 、 地域全体での環境意識向上にも 寄与し まし た。  

本イベント を 通じ て、 スポーツや文化活動が地域の活性化に大き く 貢献し 、 多世代が交流する機会を 生み出し まし た。 今後は、 サッ

カ ーイベント に加え、 子ども たちの発表の場を 拡大し 、 次世代のリ ーダー育成に向けた取り 組みを強化していき ます。 地域の魅力をさ

ら に高め、 持続可能な発展を目指し ながら 、 より 多く の人が楽し めるイベント へと 発展を目指していき ます。  

◆ 各種情報ページ 

◆ 『 光と 色と 風のフ ェ スティ バル』  

無料託児所（ ブレイ ズ株式会社） 鹿島高校商業科 学生ボラ ンティ ア

●公式イ ンスタ グラム 

『 光と 色と 風のフ ェ スティ バル』 @ hikaritoirotokaze

●イベント 情報ページ 

　 https://pugdesign2024.w ixstudio.com/my-site

是非、 ご覧いただき「 いいね」 、 「 フ ォ ロー」 よろ し く お願いいたし ます！！

●協賛： ブレイ ズ株式会社 

　 ・ 託児施設の開放  

●イベント 運営業務委託 

　 ・ 株式会社総合スポーツ ユニオン ブリ ュ ー鹿島 

　 　  Brew  KASHIM A

●協賛： 医療法人 誠晴會 ふき あげ納富病院 

　 ・ 施設提供 

●協力： 株式会社大洋建設 

　 乗り 物体験（ ショ ベルカ ー）

●協賛： 再耕庵タ ク シー 

　 ・ グリ ン スロ ーモビリ ティ ー運行

●協賛： 株式会社HAL. 

　 ・ 栄養セミ ナー

●協賛： 未来応援ド リ ームプロジェ ク ト  

　 ・ 賛同企業 

　

●ロゴ / LP 制作 

　 株式会社PUG 
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スポーツライフ・鹿島 

アーチェリー体験教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和6年11月3日（日）～11月24日（日） 

場 所：鹿島市林業体育館  
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アーチェリー体験教室 

 
目 的 ・国民スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」でのアーチェリー競技が鹿島市で開 

催されたことを受けて、競技の定着と普及を図るため小学生以上を対象とし 

たアーチェリー教室を開催した。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和6年11月3日（日）～11月24日（日） 4回 

会  場 ・鹿島市林業体育館 

参加費 ・1,000円／一人（4回）傷害保険料を含む 

対  象 ・小学生以上 

参加人数 

総参加人数：58 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 50,000  円  （用具・的紙・矢・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○鹿島市が国スポのアーチェリー会場として 10 月に開催したが、そのレガシーと

して鹿島市への競技の定着を図る目的で、多くの鹿島市民がアーチェリーに接する

機会を設け、更にジュニアの育成を図ることにより高校・社会人へと競技を続けて

もらえるよう普及を図っていきたい。 

 

日程 11/3 10 17 24     合計 

参加者数 12 12 10 12     46 

指導者 3 3 3 3     12 

合計 15 15 13 15     58 

ドリームプロジェクトより支援金
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挨拶の後、準備体操を行い

アーチェリーの基本を習っ

たてから、５m の距離から

練習を始めました。 

繰り返し近距離からの試

技を行い、フォームを固

めることと矢を放す感覚

を磨いていきます。 

練習は、一斉に５本の矢を放

ち、その後安全を確認してから

全員で自分の矢を的から取り

ます。別の人が矢を放っている

ときに前に出ることはありま

せん。 

徐々に距離を伸ばし最

終日には 15m の位置か

らゲーム形式で楽しみ

ました。子供たちは上達

が早く、弓を射る姿は様

になっています。今後も

多くの皆さんが参加し

てもらいたいです。 
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鹿島ロータリークラブ 

青少年奉仕委員会 

 

夢の教室『少年野球教室』 
 

実施報告書 

 

 

 

 

令和 7 年 1 月 26 日（日） 

主催：鹿島ロータリークラブ 

共催：（一社）青少年未来応援機構ブリーロ 

後援：鹿島市教育委員会 

協賛：未来応援ドリームプロジェクト賛同企業 

   K-FIELD 
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目  的：未来のこの地域を担う子供達は「地域の宝」 

その地域の宝に【夢を持つことの大切さ】【夢に向かって頑張ることの素晴らしさ】

を伝えたい。夢を持ってこれからの人生を歩んでいくための「きっかけ」「夢作り」

の場を提供したい。さらには自分の地域に自信と誇り、愛郷心を持つことで、将来

のこの地域の発展に寄与でき得る人に育ってほしい。 

主  催：鹿島ロータリークラブ 

共  催：（一社）青少年未来応援機構ブリーロ 

後  援：鹿島市教育委員会 

協  賛：未来応援ドリームプロジェクト賛同企業・K-FIELD 

期  日：2025 年 1 月 26 日（日） 

会  場：鹿島市市民球場及び陸上競技場 

参 加 費：無料 

対  象：鹿島市内小学校の少年野球クラブ児童及び保護者、監督・コーチ 

北鹿島小学校・鹿島小学校・明倫小学校・能古見小学校・古枝小学校・浜･七浦小学校 

参加人数： 150 名（児童 100 名・保護者・監督・コーチ含む） 

参加地域：鹿島市 

鹿島市内の少年野球 6 チーム児童約 100 名を対象にした『少年野球教室』を鹿島

市民球場・鹿島市陸上競技場にて行いました。鹿島ロータリークラブが青少年奉仕

活動事業『夢の応援』として開催。講師として元プロ野球選手の野中信吾様・吉村

裕基様と鹿島市食生活改善推進協議会様をお招きしました。年齢別 3 チームに分

け、『守備』と『打撃』の基本的な技術指導と『食事の大切さ』を子供たちにご指

導いただきました。 
元プロ野球選手のお二人を囲んで記念撮影をした写真、色紙にサイン、鹿島ロータ

リークラブより野球ボール 1 ダース、K－FIELD 様より協賛いただきました野球バ

ットを、それぞれ各チームに対してプレゼント致しました。晴天に恵まれ、子供た

ちの素敵な笑顔が溢れる素晴らしい事業活動が出来たと思います。関係いただきま

した皆様に感謝申し上げます。 
 

 

講師 1 日本プロ野球 OB クラブ 

野中信吾 氏 

佐賀県神埼市出身 41 歳 内野手・外野手 

日本ハムファイターズ→横浜ベイスターズ→オリックスバファローズ 

吉村裕基 氏 

福岡県古賀市出身 40 歳 外野手・内野手 

横浜ベイスターズ→福岡ソフトバンクホークス 

 

講師 2 鹿島市食生活改善推進協議会 

石田様・熊本様他 2名 

開催概要：少年野球教室 
8：30 開門 看板設置・会場設営（協賛企業旗） 

9：00 プロ野球 OB 選手到着 打合せ 

9：30 写真撮影 各チーム+全体撮影 

9：55 開会式 

開会挨拶・鹿島ロータリークラブ 中村会長 

主催・共催の紹介 

講師の紹介 

10：05 ３組に分かれて講習 

途中休憩を挟み、場所を交替 

11：50 閉会式 

 閉会挨拶 

お礼の言葉 生徒代表 

総評 講師 2名 

記念品贈呈 色紙・ボール・バット 

12：00 解散 

 

 

報 道 実 績：鹿島ケーブルテレビ、佐賀新聞 

 

一般社団法人青少年未来応援機構 Brilo 様 

協 賛 金：50,000 円 

参加小学校に記念品を贈呈 

その他運営費に使用 

 

今後の展望：今までにバスケットボール・卓球・バレーボール・野球などの

プロ・元プロ・オリンピック候補選手など、凄い方々をお招き

して地元の子供たちにご指導いただきました。鹿島市や近隣の

市町村の地元の子供たちにこのような機会を提供できるように

鹿島ロータリークラブとして事業活動を継続していきたいと思

います。 
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2025年3月31日

2024年度未来応援ド リ ームプロジェ ク ト 収支報告

収入

項目 金額 備考

継続永年賛同企業様から の支援金 538,878 
応援自販機、 コ ーヒ ーマシン、

ウォ ータ ーサーバーよ り

団体支援による手数料収入 60,088 
鹿島ロ ータ リ ーク ラ ブ様、 鹿島市サッ カ ー協会様、

太良剛柔会様よ り

2024年度賛同企業様から の寄付金 0 

募金箱による寄付金 1,375 今年度開催の各種イベン ト にて

基金から の運営費補填 208,602 支援事業運営費に対する 補填

合計 ¥808,943

支出

項目 金額 備考

スポーツ ラ イ フ 鹿島 250,000 硬式野球教室、 体操教室など5競技開催

観桜ソ フ ト テニス大会 50,000 鹿島市ソ フ ト テニス連盟主催　 4/13開催

アルゼン チン サッ カ ー教室 50,000 NPOフ ンダショ ンMAM主催　 7/26～7/28開催

サマーカ ッ プ・ ジュ ニアサッ カ ー大会 50,000 鹿島市サッ カ ー協会主催　 8/18開催

能古見っ 子杯 50,000 能古見バレーボール部講演会主催　 9/21開催

赤門杯・ 秋の陣・ ジュ ニアバスケッ ト 大会 50,000 ミ ニバス・ イーガブブレイ ブ主催　 10/19開催

光と 色と 風のフ ェ スタ 50,000 ブレイ ズ株式会社主催　 11/2～11/3開催

夢の教室 50,000 鹿島ロータ リ ーク ラ ブ主催　 2025/1/26開催

各種税金 71,000 市税、 県税、 国税

決算費用 66,550 千和会計事務所

事務消耗品及び通信費など 11,393 用紙、 イ ンク、 ク ラ ウド 利用　 等

事務所維持費 60,000 賃借料、 電話契約料など

合計 ¥808,943

差引 ¥0

こ れまでの累積支援実績

支援し たイベント や教室、 大会など ・ ・ ・ ・ ・ ・ 81 回

参加し た児童、 生徒、 学生 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 12,123 人

イベン ト 支援総額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4,180,000 円

団体支援総額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1,983,847 円
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2024,04~2025,03 

 

https://www.dreamproj ect2016.com

https://www.dreamproject2016.com

